
飯
舘
村
は
広
い
。
小
宮
の
桜
の

季
節
は
佐
須
よ
り
ひ
と
月
遅

い
。
２
０
２
２
年
５
月
３
日
と

４
日
の
両
日
マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ

ノ
こ
と
大
久
保
金
一
農
園
を
訪

問
。
「
再
生
の
会

と
協
働
し
て
実
現

し
た
２
０
１
４
年

の
植
樹
会
（
左
下

囲
み
記
事
）
か
ら

８
年
、
花
友
だ
ち

の
夢
が
実
現
し
ま

し
た
」
と
金
一
さ
ん
（
写
真

１
）
。 

　
１
０
歳
で
ハ
ナ
ゾ
ノ
づ
く
り

を
始
め
て
７
０
年
余
、
花
友
だ

ち
「
し
ゅ
み
の
友
」
代
表
・
飯

塚
直
さ
ん
・
麻
子
さ

ん
と
の
出
会
い
か
ら

４
０
年
、
東
斜
面
に

は
松
月
を
始
め
と
す

る
見
事
な
桜
並
木
の

景
観
（
写
真
２
）
、
邸

宅
前
の
南
北
に
し
だ

れ
桜
の
並
木
道
（
写
真
３
）
。
水

仙
の
丘
か
ら
は
青
空
に
映
え
る

桜
が
眩
し
い
（
写
真
４
）
。 

　
目
を
閉
じ
て
「
マ
キ
バ
ノ
ハ

ナ
ゾ
ノ
さ
く
ら
祭
り
」
を
夢
想

し
て
み
よ

う
、
８
年
前

に
希
望
を
共

有
し
た
人
び

と
が
再
び
集

う
笑
顔
を
。

だ
が
見
よ
。

こ
こ
に
ひ
と

り
８
年
前
１
０
２
名
の
浄
財
を

携
え
て
し
だ
れ
桜
を
寄
贈
し
た

そ
の
ひ
と
、
東
京
本
郷
の
酔
郷

処
「
ち
ど
り
」
ご
主
人
・
原
島

忠
幸
さ
ん
が
満
面
の
笑
み
を

た
た
え
て
満
開
の
「
ち
ど
り

桜
」
と
再
会
を
果
た
し
た
（
写

真
５
）
。
花
仙
人
・
金
一
さ
ん

も
原
島
さ
ん
に
千
人
の
笑
顔

を
見
た
に
相
違
な
い
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）
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再生 短信

小宮の桜
マ キ バ ノ ハ ナ ゾノ

２
０
１
４
年 

４
月
１
３
・
２
０
日 

 

桜
の
植
樹
に
１
０
０
名
超 

被
災
者
の
方
々
と
私
は
絶
望
を 

共
有
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
希 

望
を
共

有
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
う 

い
う
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
教
え
て 

も
ら
っ

た
と
思
う−

マ

キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ

ノ 

植
樹
会
参
加

学
生(

東
大
大
学

院
農
学 

生
命
科

学
研
究
科
・
溝

口
勝
研
究
室) 

1

２

３

５

４

２ ０ ２ ２



飯
舘
の
四
季
は
忙
し
い
。
冬

が
長
い
分
だ
け
冬
か
ら
春
へ

春
か
ら
夏
へ
と
行
き
つ
戻
り

つ
慌
た
だ
し
く
駆
け
ぬ
け
て

ゆ
く
。 

　
２
０
２
２
年
５
月
３
日
と

４
日
の
両
日
満
開
の
小
宮
の

桜
（
前
号
）
と
同
時
進
行
で

花
開
く
「
飯
舘
の
初
夏
」
を

お
伝
え
す
る
。 

　
山
田
猛
史
さ
ん
・
豊
さ
ん

父
子
は
、
北
海
道
の
大
牧
場

に
も
負
け
な
い

壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
で
和
牛
フ
ラ

ン
ド
「
飯
舘

牛
」
の
復
興
を

目
指
す
（
写
真
１

は
牛
舎
か
ら
）
。

最
高
の
血
統
書

を
持
つ
繁
殖
牛

に
は
白
衣
の
ド

ク
タ
ー
の
応
援

が
欠
か
せ
な
い
（
写
真
２
は
猛
史

さ
ん
と
ド
ク
タ
ー
）
。 

　
若
き
花
卉
農
家
の
誕
生
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
５
月
に

移
住
し
就
農
し
た
小
原
健
太

さ
ん
（
写
真
３
）
。
小
原
さ
ん

「
３
年
目
の
今
夏
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
本
格
出
荷

し
ま
す
」
（
写
真
４
は

そ
の
苗
床
）
。
小
原
農

園
は
東
大
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科

溝
口
勝
教
授
の
進
め

る
『
復
興
知
継
承
に

向
け
た
教
育
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
実
験
サ

イ
ト
で
も
あ
る
。 

　
こ
の
３
月
彫
刻
家
・
松
田

重
仁
さ
ん
が
旧
コ
メ
リ
建
屋

で
公
開
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
『
地
球
の
実
』
を
完

成
し
た
（
写
真
５
）
。
旧
コ
メ

リ
に
展
開
す
る
新
し
い
創
造

空
間
は
次
号
を
待
た
れ
よ
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

２
０
２
２
飯
舘
初
夏
点
描
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飯
舘
村
の
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
・
コ
メ
リ
跡
地
に

サ
イ
エ
ン
ス/

ア
ー
ト/

ク
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
集
結
す
る
実
験

秘
密
基
地
誕
生
、
名
付

け
て
「
図
図
倉
庫(

ズ
ッ

ト
ソ
ー
コ)

」
。
事
業
仕

掛
人
は
合
同
会
社
マ
ー
ブ

リ
ン
グM

A
R

BLiN
G

 

（
共
同
代
表
は
松
本

奈
々
さ
ん
・
矢
野
淳
さ

ん
）
。 

　
２
０

２
２
年

５
月

３
日

と
４

日
晴

天
に

恵
ま
れ
た
両
日
、
記

者
は
「
図
図
倉
庫
プ

レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン

ト
」
会
場
を
訪
問
（
写
真

１
）
。 

　
会
場
前
に
展
示
さ
れ

た
「
地
球
の
実
」
は
彫

刻
家
・
松
田
重
仁
さ
ん

が
３
月
の
公
開
彫
刻
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
完
成

し
た
作
品
（
写
真

２
）
。
倉
庫
空
間
は

広
く
頑
丈
、
再
生
の

会
は
会
場
内
に
移
動

測
定
車
２
台
を
、
放

射
線
観
察
の
霧
箱
と

一
緒
に
展
示
（
写
真

３
）
。 

　お
お
車
が

も
う
１

台
、
キ
ッ
チ
ン
ト
レ
ー

ラ
ー
の
ズ
ッ
ト
カ

フ
ェ
。
シ
ェ
フ
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
・

松
尾
洋
輝
さ
ん
（
写
真

４
）
。
コ
ー
ヒ
ー

を
淹
れ
て
い
た

ひ
い
お
爺
ち
ゃ
ん
の

血
を
ひ
く
異
次
元
の

絶
品
。
記
者
は
美

術
作
家
・
酒
百
宏
一

（
さ
か
お
・
こ
う
い
ち
）

さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
ま
で

い
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加

（
写
真
５
）
。
木

葉
を
色
鉛
筆
で

写
し
取
り
み
ん

な
で
花
空
間
づ
く

り
。
会
場
で
は

「
ひ
ょ
う
た
ん
ボ

ト
ル
」
が
思
わ
ぬ
人
気

者
（
写
真
６
）
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
長
谷
川
仁

さ
ん
が
村
の
農
作
業
を

通
し
て
未
来
に
つ
な
が

る
作
品
づ
く
り
を
村
民

と
協
働
し

実
践
、
商

品
化
を
目

指
す
。
東

大
む
ら

塾
、
長
泥
で
環
境
事
業

進
め
る
大
林
組
、
ほ
か

も
出
展
。
ピ
ア
ノ
も
弾

け
ま
す
（
写
真
７
）
。 

　
お
や
！
桜

愛
で
る
大
久

保
金
一
さ
ん

の
手
首
に
青

色
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
入
場

バ
ン
ド
、
金

一
さ
ん
若
い

な
ぁ
（
写
真
８
）
。 

　
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

ア
ク
シ
ョ
ン
も
、
未
来
の

地
域
環
境
づ
く
り
に
つ
な

が
る
場
所
、
そ
れ
が
図
図

倉
庫
で
す

（M
AR

B
LiN

G

） 

（
文
責
＆
撮

影
・
若
林
一

平
、
ケ
ヤ
キ

伐
採
写
真
は
菅

野
宗
夫
さ
ん
）

2 0 2 2 / 5 / 3 - 4   飯 舘 村 訪 問 記 其 の ３
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再
生
の
会
の
高
橋
正
二
さ
ん
が

図
図
倉
庫
展
示
中
の
「
地
球

の
実
」
の
製
作
に
使
わ
れ
た

宗
夫
さ
ん
宅
北
の
ケ
ヤ
キ
材

の
放
射
能
測
定
を
行
い
、
６

月
５
日
速
報
デ
ー
タ
を
報

告
。
放
射
能
濃
度
は
暫
定
値

で
あ
る
が
心
材
、
心
辺
材
と

も
、
建
材
、
美
術
用
材
だ
け
で

な
く
食
器
類
へ
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
レ
ベ
ル
、
と
の
コ
メ
ン

ト
。
今
後
、
測
定
精
度
を
上
げ

て
測
定
継
続
予
定
。

速
報
「
地
球
の
実
」

図 図 倉 庫 誕 生
ズ ッ ト ソ ー コ

菅野宗夫さん伐採  
2017/4/25

䛂地⌫䛾実䛃䛾䜿䝲䜻材䛾
放射⬟ 定䠄㏿報䠅

2022/6/5
㧗ᶫ ṇ二

2

1

４

3

５

６

７

８



２
０
２
２
年
１

０
月
２
２
、
２

３
の
両
日
、
栃

木
県
立
大
田
原

高
等
学
校
の
飯

舘
村
実
地
研
修

が
行
わ
れ
た
。

今
年
は
四
回
目

の
研
修
、SSC

自
然
科
学
班
１

０
名
に
加
え
、

SSC
天
文
班
８

名
、
課
題
研
究

班
と
有
志
１
１

名
、
総
勢
２
９
名
の

生
徒
が
参
加
。
引
率

の
先
生
方
は
植
木
淳

校
長
、
加
藤
信
行
教

諭
、
藤
原
和
人
教
諭
、
稲
本

綾
教
諭
、
東
海
林
雅
也
講
師

の
み
な
さ
ん
。 

　
現
地
の
研
修
サ
ポ
ー
ト
は

ふ
く
し
ま
再
生
の
会
。
現
地

指
導
を
、
高
校
先
輩
の
溝
口

勝
東
大
大
学
院
農
学
生
命
科

学
研
究
科
教
授
、
小
原
壮
二

さん
、

高
橋

正
二
さ
ん
、
佐
野
隆
章
さ
ん

が
担
当
。 

　
今
回
は
朝
か
ら
東
日
本
大

震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

を
見
学
の
後
飯
舘
村
入
り
。

午
後
４
時
コ
メ
リ
跡
地
に
展

開
す
る
『
図
図
倉
庫
（
ズ
ッ

ト
ソ
ー
コ
）
』
に
到
着
。
田

尾
陽
一
さ
ん
（
ふ
く
し

ま
再
生
の
会
理
事
長
）

か
ら
開
会
・
歓
迎
の
挨

拶
（
写
真
１
）
、
図
図
倉

庫
を
運
営
す
る
飯
舘
村

地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
会

社
・
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
共

同
代
表
・
矢
野
淳
さ
ん

か
ら
「
実
験
秘
密
基

地
・
図
図
倉
庫
誕
生
」

の
プ
レ
ゼ
ン
（
写
真

２
）
、
続
い
て
高
橋
正

二
さ
ん
に
よ
る
霧
箱
を

使
っ
た
粒
子
線
観
察
と

講
義
、
粒
子
線
の
動
き
に
驚

嘆
（
写
真
３
）
。 

　
天
文
班
は
天
体
望
遠
鏡
施

設
に
隣
接
す
る
「
風
と
土
の

家
」
へ
。
記
者
は
自
然
科
学

班
・
課
題
研
究
班
に
同
行
し

て
川
俣
町
合
宿
所
（
と
れ
ん

ぴ
あ
）
へ
移
動
。
夜
間
研
修

は
恒
例
の
「
ド
ロ
え
も
ん
ク

イ
ズ
大
会
」
（
写
真
４
）
、
溝

口
先
輩
か
ら
近
未
来
の
科
学

者
た
ち
へ
「
真
実
は
変
わ
り

ゆ
く
も
の
、
誰
も
や
ら
な
い

事
を
や
ろ
う
」
（
写
真
５
）
。

後
半
、

高
校
先

輩
の
東

大
大
学

院
生
・

松
田
響

生
（
ひ
び

き
）
さ
ん

の
「
エ

ネ
ル

ギ
ー
流

通
」
の

特
別
講

義
。 

　
翌
２
３
日
、
佐
須
現
地
で

４
班
に
分
か
れ
て
体
験
学
習

の
取
り
組
み
。
①
溝
口
班
は

除
染
土
埋
設
田
圃
の
放
射
線

測
定
（
写
真
６
）
、
②
佐
野
班

は
最
大
放
射
線
量
探
索
ゲ
ー

ム
（
写
真
７
）
、
③
高
橋
班

は
食
材
の
放
射
能
測
定

（
写
真
８
）
、
④
小
原
班
は
堆

肥
製
造
実
習
（
写
真
９
）
。 

　
昼
食
は
持
参
し
た
カ
レ
ー

と
お
米
を
風
と
土
の
家
で
炊

き
上
げ
て
美
味
を
堪
能
。 

　
午
後
２
時
、
菅
野
宗
夫
さ

ん
の
田
圃
で
振
り
返
り
の
全

員
集
会
。
冒
頭
に
花
仙
人
こ

と
大
久
保
金
一
さ
ん
の
「
い

き
い
き
長
寿
県
民
賞
」
受
賞

の
報
告
あ
り
。
金
一
さ
ん

「
一
本
の
稲
穂
に
百
の
花
が

咲
き
百
粒
の
お
米
に
な
り
ま

す
」
（
写
真
１
０
）
。
参
加
生

徒
「
多
く
の
体
験
を
家
族
に

も
伝
え
広
め
た
い
」
。
大
高

先
輩
・
松
田
さ
ん
「
が
ん
ば

る
人
を
応
援
し
た
い
」
（
写
真

１
１
）
。
宗
夫
さ
ん
「
農
業
の

魅
力
知
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
写
真
１
２
）
。
田
尾
さ
ん

「
原
爆
作
る
人
間
に
な
ら
な

い
で
」
。 

　
シ
メ
は
全
員
で
未
来
へ
の

エ
ー
ル
！
（
写
真
１
３
）
。 

　
大
高
教
諭
・
加
藤
さ
ん

「
今
後
は
本
校
か
ら
他
校

へ
、
北
部
へ
の
実
地
研
修
の

展
開
を
展
望
し
て
い
ま

す
」
。 

（
文
責
・
撮
影
　

若
林
一
平
）

学
び
の
さ
ら
に
向
こ
う
へ

スーパーサイエンスハイスクール(SSH) 
2 0 2 2 / 1 0 / 2 2 ～ 2 3  栃 木 県 立 大 田 原 高 校 飯舘村実地研修同行記

再生 短信
2 0 2 2  1 1 / 8  第 8 4 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

1

4

2

3

5

6

7

８

９

10

1112

13



２
０
２
２
年
１
０
月
２
０

日
、
福
島
県
・
社
会
福
祉
法

人
福
島
社
会
福
祉
協
議
会
は

第
２
５
回
い
き
い
き
長
寿
県

民
賞
を
飯
舘

村
小
宮
の
大

久
保
金
一
さ

ん
が
受
賞
す

る
と
発
表
し

た
（
写
真
１
、
２

０
２
２
年
５
月
満

開
の
桜
を
愛
で
る

金
一
さ
ん
）
。
今

回
県
民
賞
に

は
個
人
２
４

名
と
３
団
体

の
応
募
・
推

薦
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
個

人
５
名
の
受
賞
が
決
定
し

た
。 

　
小
宮
を
訪
ね
る
学
生
た
ち

が
名
付
け
た
花
仙
人
こ
と
金

一
さ
ん
は
県
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
、
「
・
・
幼
い
頃

よ
り
、
花
好
き
だ
っ
た
た

め
、
農
地
の
片
隅
に
ス
イ
セ

ン
や
ア
ヤ
メ
な
ど
を
育
て
続

け
、
い
つ
か
家
の
周
り
に
桜

を
植
え
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
親
が
苦
労
し
て
開
い
た

田
を
つ
ぶ
せ
な
い
と
の
思
いから

実
現

せず
、

皮
肉

に
も

そ
の

夢
を

後
押

し
し

た
の

が
、

平
成

２
３

年
３
月
の
原
発
事
故
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
業
で

あ
っ
た
農
業
に
希
望
を
見
失

う
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
た

め
、
親
子
３
人
で
こ
こ
ま
で

し
て
き
た
土
地
を
今
後
見
守

る
た
め
に
も
、
い
っ
そ
農
地

を
一
面
の
花
で
満
た
そ
う
と

決
断
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら

れ
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
ま
た
、

原
発
事
故
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、

飯
舘
村
を
訪
れ
た
人

の
心
の
癒
し
に
と
、

こ
れ
ま
で
花
園
形
成

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
・
・
」

と
喜
び
を
語
る
。
（
福
島
県
・

社
会
福
祉
法
人
福
島
県
社
会
福
祉

協
議
会
発
行
「
受
賞
者
の
横
顔
〜
は
つ
ら

つ
と
し
て
輝
い
て
い
る
人
〜
」
よ
り
） 

　
金
一
さ
ん
は
農
園
の
西
側

を
流
れ
る
マ
キ
バ
川
に
ち
な

ん
で
一
帯
の
花

園
を
マ
キ
バ
ノ

ハ
ナ
ゾ
ノ
と
名

付
け
て
い
る
。

１
０
歳
で
野
の

花
と
出
会
い
、

１
４
歳
で
草
花

の
群
生
地
づ
く

り
に
成
功
。
再

生
の
会
と
の
協

働
か
ら
９
年
、

念
願
の
桜
の
植

樹
会
か
ら
８

年
、
ハ
ナ
ゾ
ノ

を
育
て
て
７
０

年
（
囲
み
の
年
譜

参
照
）
。
金
一
さ
ん
の

珠
玉
の
語
り
「
山
は

食
を
満
た
し
人
生
を

満
た
し
て
く
れ
る

宝
」
（
写
真
２
、
２
０
１
６

年
再
生
の
会

カ
タ
ク
リ
ツ

ア
ー
に

て
）
。
県

民
賞
受
賞

誠
に
お
め

で
と
う
ご

ざ
い
ま

す
。 

（
文
責
＆
撮

影
・ 

若
林
一
平
）

第
２
５
回
い
き
い
き
長
寿
県
民
賞 

花
仙
人 

金
一
さ
ん 

受
賞
お
め
で
と
う
！

2 0 2 2 / 1 0 / 2 0  福 島 県 、 大 久 保 金 一 さ ん の 受 賞 発 表

再生 短信
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ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

1

△大久保金一さん・マキバノハナゾノ年譜△ 
1940 金一さん誕生 
1950 小5～6、クリンソウ・ヤマユリとの出会
い、ハナゾノづくり始まる 
1954 中3、草花の群生地づくりに成功 
1982 飯塚さん訪問、交流始まる 
1994 花博に参加、知見拡大 
2011 3/11福島第一原発事故で被災し避難生活へ、
飯塚さん、避難先仮設住宅を訪問し交流再開 
2013 ふくしま再生の会との協働始まる 
2014 桜の植樹会に100名超参加、飯塚夫妻迎え、
桜の案内看板除幕式挙行 
2016 桜の植樹と再生の会カタクリツアー 
2022 第25回いきいき長寿県民賞受賞。

2

https://www.fukushimakenshakyo.or.jp/files/libs/2065/202210201320132668.pdf
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